
1

昭和電工昭和電工((株株))横浜事業所横浜事業所

安全活動のご紹介安全活動のご紹介

20122012年年66月月2222日日



2

ご紹介内容

ⅠⅠ．横浜事業所の概要．横浜事業所の概要
１．昭和電工(株)の事業拠点と横浜事業所
２．横浜港での横浜事業所の位置
３．横浜事業所の全景
４．横浜事業所概要
５．製造フロー

ⅡⅡ．横浜事業所における安全活動．横浜事業所における安全活動
１．安全活動の経緯と方針
２．ＲＣ推進組織
３．ＲＣ行動計画
４．横浜事業所スローガン
５．安全活動

6．災害発生状況
７．その他ＣＳＲ活動
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ⅠⅠ．横浜事業所の概要．横浜事業所の概要
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大分石油化学コンビナート

川崎事業所

喜多方事業所

国内事業所国内事業所

全全1166ｹ所ｹ所

国内16の事業所に各部門の事業部が生産拠点を構えています｡

秩父事業所

小山事業所（那須）

小山事業所

横浜事業所横浜事業所

伊勢崎事業所

大町事業所

塩尻事業所

彦根事業所堺事業所

龍野事業所

徳山事業所

1．昭和電工(株)の事業拠点と横浜事業所

千葉事業所

東長原事業所
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Yokohama 

Bay Bridge

みなとみらい

SDK 横浜事業所

２．横浜港での横浜事業所の位置
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３．横浜事業所の全景

敷地面積１８敷地面積１８９９，０００㎡，０００㎡
東京ドーム約４個分東京ドーム約４個分
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４．横浜事業所概要

• 操業経緯

昭和

 

８年

 

日本アルミナ工業所設立

 

(明礬石を原料としてアルミナ生産開始)
昭和１３年

 

原料をボーキサイトに全面転換
昭和１４年

 

昭和電工(株)設立
昭和６０年

 

電解用アルミナ生産停止

 

(以降全量ケミカルアルミナに転換)
平成１７年

 

ＩＳＯ９００１・１４００１認証取得
平成２２年

 

インドネシア工場移転計画プロジェクト始動
平成２４年

 

ＯＨＳＡＳ１８００１認証予定
（平成２６年

 

インドネシア工場営業運転開始、平成２７年

 

横浜事業所運転停止）

• 主要製品

水酸化アルミニウム

 

[ Aｌ( OH )3

 

]
用途

 

：

 

ゴム、プラスチック材料の難燃フィラー、
人造大理石の充填剤、
アルミニウム化合物用原料

アルミナ

 

[ Al2

 

O3

 

]
用途

 

：

 

耐火材、ガイシ、スパークプラグ、
研削･研磨材、
アルミナセラミックス製品

• 従業員数

 

191名

 

協力企業

 

237名

• 敷地面積

 

１８．９万ｍ2

水酸化アルミニウム使用製品例水酸化アルミニウム使用製品例

アルミナ使用製品例アルミナ使用製品例



５．製造フロー図

この他、製品用途により、粉体の粒径･表面状態･反応性を
 制御する加工ライン等を有し、製品数は約200種類。

製品
サイロ

苛性ソーダ

ボーキサイト

①混合粉砕②溶解③赤泥分離

⑥白泥分離

⑦ろ過 ⑧焼成

水酸化アルミニウム製品

④冷却⑤析出

２ＮａＡｌＯ２ ＋ ４Ｈ２０　　　　　　Ａｌ２Ｏ３・３Ｈ２Ｏ ＋ ２ＮａＯＨ

Ａｌ２Ｏ３・３Ｈ２Ｏ　　　　　Ａｌ２Ｏ３ ＋ 3H2O

ロータリーキルン

トンネルキルン

ロッドミル

ダイジェスター
シックナ－

析出槽

冷却器

アルミナ製品

1,500℃程度

1,200℃程度
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ⅡⅡ．横浜事業所における．横浜事業所における  
安全活動安全活動
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1．安全活動の経緯と方針

昭和電工グループの安全活動の基本は

レスポンシブル・ケア活動レスポンシブル・ケア活動
 

である。

中期行動計画に基づいて具体的な行動計画を作成し、
レスポンシブル・ケアを推進している。

協力企業と一体となって安全活動を展開。協力企業と一体となって安全活動を展開。

• 2002年
 

ＴＰＭ活動開始
ISO9001, ISO14001認証取得

• 2005年
 

ＴＰＭ優秀賞受賞
• 2012年

 
OHSAS18001認証取得

１‐１．活動の経緯



11

1-2．労働安全方針

横浜事業所労働安全衛生方針横浜事業所労働安全衛生方針

経営トップの下に全員が協力して、労働安
 全衛生マネジメントシステムを活用し、安全
 衛生活動の継続的な改善、向上に努めると共
 に、労働安全衛生関係法令、全社及び事業所
 の労働安全衛生管理規程類を遵守することに
 より、事業所で働く全ての人の安全・衛生の
 確保、及び健康保持増進に取り組む。

1．安全活動の経緯と方針
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２．ＲＣ推進組織

ＲＣ推進組織図

ＲＣ内部監査

（本社環境安全室）

（横浜事業所）

ＲＣ委員会 保安対策委員会

ＲＣ事業所監査 環境安全担当者会議事業所長

ＲＣ総括者

環境安全担当部門（事務局）

化学物質安全管理委員会

安全・衛生環境管理者会議

環境管理委員会

廃棄物適正管理委員会

毒物劇物管理組織

安全性評価委員会

省エネ委員会

防火対策委員会

エネルギー管理者

第一製造課

第二製造課

工務課

総務Ｇ

協力企業

協力企業

協力企業

協力企業

協力企業

ＣＳセンター

製造部

ＳＣＭセンター横浜Ｇ協力企業

公害防止管理者

事業所安全衛生委員会

災害調査委員会

健康保持増進委員会

環境安全課

警備部門

健　   康   　管   　理
セ　　ン　 　 タ　 －

協力企業

ＴＰＭ推進室

総務部

職場に管理者

職場に管理者
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3．ＲＣ行動計画
２０１２年行動計画 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

１）コンプライアンス体制の強化
法定資格

確認
見直し

　①法規制一覧表の管理方法見直し（主管部門の整理） ○ ○

行動規範
実践手引き

消防計画
一般廃棄物

細則
環境管理

規程
緊急時措置

細則
ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
管理規程

　②規程類の読み合せ　　６件以上／年 ○ ○ ○ ○ ○ ○

２）リスクマネジメントの推進 原料関連

　①ＢＣＰ関連事項の整理 ○

３）クライシスマネジメント
　①横浜地区全体の防災訓練実施 ○

　　　　　　　　　　　　　　　　≪　省　略　≫
　④職場連絡網訓練実施 ○

１）法改正への適切な対応 委員会開催 委員会開催 委員会開催

　①新規導入物質の確認（化学物質管理委員会） ○ ○ ○

確認

　②取扱物質のＭＳＤＳ最新版取得 ○

　③各課・Ｇにて優先順位付けしたＭＳＤＳの読合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４件以上／年 ○ ○ ○ ○

２）化学物質の排出量管理
灯油の

PRTR物質
のマテバラ

取扱量報告
(日化協)

取扱量報告
（国）

　①ＰＲＴＲ対象物質の排出量把握 ○ ○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　≪　省　略　≫

１）安全感度向上活動
上期宣言

掲示

上期評価と
下期宣言

掲示

　①安全宣言 ○ ○

　②相互注意運動の推進
　　　　　　テーマ看板掲示とカラーポスター配布／３ヶ月 ○ ○ ○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　≪　省　略　≫
　⑦安全カレンダーの共有化と 報告書提出 報告書提出 報告書提出 報告書提出 報告書提出 報告書提出 報告書提出 報告書提出 報告書提出 報告書提出 報告書提出 報告書提出

　　横浜版創る安全チェックリストの定着 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　⑧安全週間準備月間及び本週間各行事と 計画作成
安全週間
準備月間

安全週間
集合

安全教育

　　（出張安全体感教育等の）集合安全教育の実施 ○ ○ ○ ○

２）労働安全衛生マネジメントシステムの認証取得
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
ﾚﾋﾞｭｰ

第二段階
審査

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
審査

認証取得

　①各段階審査の確実な対応 ○ ○ ○ ○

課・Ｇ行動
計画反省

ＯＨＳＡＳ
内部監査

ＲＣ行動
計画作成

　②内部監査（ＲＣを含む） ○ ○ ○

３）労働安全衛生マネジメントシステムによる
　重大リスクの削減

リスト
見直し

　　　　　　　　　　　　　　　　≪　省　略　≫
４）協力企業安全管理の推進 会議開催 会議開催 会議開催 会議開催 会議開催 会議開催 会議開催 会議開催 会議開催 会議開催 会議開催 会議開催

　①企業との合同会議　　１回／月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安全診断
安全診断
とまとめ

フォロー
診断

　②安全診断とフォロー診断の実施 ○ ○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　≪　省　略　≫
１）トラブル未然防止活動の推進
　①報告書 　１件以上／人月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２）変更管理の徹底
　①新設・変更時の事前審査の徹底 （適宜） （適宜） （適宜） （適宜）

３）緊急時の適切な対応
　①緊急時プラント対応訓練の実施（各課計画による／ＢＣＰ含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　≪　省　略　≫

設
備
事
故
ゼ
ロ

項目

ト
ラ
ブ
ル
発
生
ゼ
ロ

Ｃ
Ｓ
Ｒ

災
害
ゼ
ロ

労
働
安
全

化
学
物
質
管
理

設
備
安
全
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新たな世紀新たな世紀
 

夢つなぐ夢つなぐ

変えるぞ変えるぞ
 

変わるぞ変わるぞ
 

活き生き横浜！！活き生き横浜！！

RefreshRefresh
 

YokohamaYokohama

4．横浜事業所スローガン

労働災害
ゼロ

業務上疾病発生
ゼロ

設備事故
ゼロ

環境事故
ゼロ
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4-1．安全活動目標と実績（2011年度）

• 災害発生件数
 

ゼロ

→ 不休災害以上ゼロ

• ヒヤリハット提出件数
 

２件/人月

→ 2.28件/人月

• ヒヤリハット改善率
 
８０％以上

→ 83.7％

• 作業前ＫＹ
 

１件以上/人日

→ 1件以上/人日

4．横浜事業所スローガン
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5-1．災害撲滅に向けての活動

①

 

入構時安全教育ビデオの制作と活用

②

 

夢工房（計装機器や制御についての教育施設）での運転者等への教育実施

③

 

安全カレンダーの共有化と横浜版創る安全チェックリストの定着

④

 

外部企業からの出張安全体感教育

 

⑤

 

安全宣言

 

⑥

 

相互注意運動の推進

⑦

 

非定常作業シートや工事前処置要領書の活用

⑧

 

その他（外部講師による安全講話、ヒヤリハット・・・etc.）

5-2．重大リスクの低減

①

 

設備的安全対策の推進

5-3．管理システムの構築

①

 

労働安全衛生マネジメントシステム(OHSAS18001)の構築と認証の取得

5-4．協力企業の安全管理組織と指導

①

 

協力企業の安全管理組織概要

 

②

 

安全診断

 

③

 

作業指揮者育成塾

④

 

協力企業との合同安全会議

 

⑤

 

協力企業フォロー制度

 

⑥

 

自主安全活動報告会

⑦

 

安全活動表彰

 

⑧

 

ＫＹシートと現場５Ｓシートの活用

5．安全活動
 

安全感度向上！安全感度向上！
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5-1．災害撲滅に向けての活動

５-1-
 

①
 

入構時安全教育ビデオの制作と活用
新規入場者向けに作業安全心得等を落ちなく、

分かりやすく、まとめた事業所独自のビデオを制作し、

入稿時の安全教育時に活用している。
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５-1-

 
②

 
夢工房（計装機器や制御についての教育施設）

 での運転者等への教育
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「安全カレンダー」

(その日に起きた過去の災害事例)と、それに関する

「創る安全チェックリスト」

(過去の災害の危険源を６つに分類してまとめたリスト)を

従業員並びに各協力企業に、月２件程度、メールにて自動配信し、

過去の教訓を風化させず、現状の類似作業等で問題がないか、

見直す機会としている。

(注)

 
全社版の創る安全チェックリストをベースに、

横浜事業所特有の災害を解析した結果を織り込み、

横浜事業所で有効活用できるものにした。

5-1-

 
③

 
安全カレンダーの共有化と

 横浜版創る安全チェックリスト(注)の定着
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５-1-

 
③

 
安全カレンダーの共有化と

 横浜版創る安全チェックリストの定着
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５-1-
 

④
 

外部企業からの出張安全体感教育

危険感度向上危険感度向上による災害撲滅！による災害撲滅！

「高所」「玉掛け」「回転体」「電気」の
４コーナーを３班に分かれて体感

協力企業を含めた
１５名

 
×

 
３班

 
×

 
２回／日

 
＝

 
約９０名参加

住金マネジメント(株)／平成23年11月11日実施

次回、平成24年10月12日実施予定

（これと並行し、川崎事業所の災害体験装置を利用しての教育も実施中）
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５-1-
 

④
 

外部企業からの出張安全体感教育

高所 　危険体感

５ｍ墜落衝撃(60kg)

安全帯ぶらさがり

安全帯衝撃

飛来落下

衝撃加重：約３ｔ

割れてない

５ｍ墜落衝撃(25kg)

子供は救えるか？

玉掛け 　危険体感 手指挟まれ

激突され

一本吊り 吊荷振れ

吊荷落下

回転体　危険体感

回転体巻き込まれ強さ(2馬力) 高速回転巻き込まれ(2.8km/h)

ローラーチェーン巻き込まれ

Vベルト巻き込まれ

電気 　危険体感

モーター漏電

低圧感電

過電流
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【講義内容】 ①はさまれ･巻き込まれ災害の安全知識コース（ビデオ）受講（約２０分）

ビデオの内容
･持っているものが引きずり込まれる。わずかな隙間でも危ない！
･着用している手袋は手の感覚を鈍らせる。
･回転物の近くでは手の感覚を麻痺させる。
･衣服の繊維は強い！
･工具類、手持ちのホース、ウエス等は回転機器に巻き込まれた時に、無意識に
　手を離さずに握りしめてしまう。
･グラインダーは止まるまでに2分30秒もかかる。
･回転の錯覚により、止まって見えることがある。→回転物に色をつける。

②はさまれ･巻き込まれ体験機による危険体験学習

･川崎事業所のはさまれ体験装置は三菱化学の物をもとに作成。
･同じ物をすっかりまねをして作らないでほしい。また写真も対外的に出さないでほしい。
･もし作成するのであれば、パーツ毎にして頂き、目的に合わせた体験装置にしてほしい。
･はさまれ･巻き込まれ体験機の説明を受け、ウレタン棒を使用して実際に手回しではさまれ･
　巻き込まれを体験。

③安全帯宙づり体験

安全帯の謝った使用法は、実際の転落時に背骨や内臓の損傷につながるため、身をもって
安全帯の正確な装着による宙づり状態を体験した。

５-1-

 
④

 
[補足資料]

 川崎事業所の災害体験装置を利用しての教育

各製造課の代表者が体感！各製造課の代表者が体感！
⇒入社３年目くらいまでの⇒入社３年目くらいまでの

新人に受けさせる価値あり！新人に受けさせる価値あり！
⇒継続して実施していこう！⇒継続して実施していこう！
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５-1-

 
⑤

 
安全宣言

各人の安全宣言を職場に掲示し、

半年毎の見直しと自己評価を行っている。

５-1-

 
⑥

 
相互注意運動の推進

原則3ヶ月毎に相互注意のテーマを決め、

各工場（３箇所）に看板を掲示すると共に、

各部署・企業にポスターを配布、ビラ入れ

等の活動を推進している。（ユニオンと合同）

５-1-

 
⑦

 
非定常作業シートや

工事前処置要領書の活用
非定常作業を安全に行う為の安全

処置、及び危険予知や対策などを確認、

共有化するためのシートや工事前に必

要な処置を当該設備所管課が明確にす

るための要領書を活用している。

５-1-

 
⑧

 
その他

（外部講師による安全講話、

ヒヤリハット・・・etc.）

相互注意運動
止める勇気に事故はなし！

NO！
STOP!

しない させない

不安全行動
昭和電工ユニオン横浜支部
昭和電工（株）横浜事業所

5-1．災害撲滅に向けての活動
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５-2．重大リスクの低減

５-2-
 

①
 

リスクアセスメントの概要
・リスク評価基準

・リスク低減対策
リスクレベルリスクレベルⅡⅡ以上以上の場合は、

リスク低減対策を検討。リスク低減対策を検討。
リスクレベルリスクレベルⅣⅣの場合は、

許容出来ないリスクであるので、
直ちにその作業を中止し、直ちにその作業を中止し、

レベルレベルⅢⅢ以下にする為のリスク低減対策を実施。以下にする為のリスク低減対策を実施。

・非常に高い ８点 ・死亡・永久労動不能疾病     １０点 ・頻繁（毎日） ４点 １６ ～ ２２ Ⅳ

・可能性が高い ６点 ・休業以上、障害が残る疾病 ８点 ・時々（週・月） ２点 １２ ～ １５ Ⅲ

・可能性がある ３点 ・休業が必要で障害なし ３点 ・滅多にない（年） １点  ８ ～  １１ Ⅱ

・殆んどない １点 ・微傷・直ぐ回復 １点  ７以下 Ⅰ

合計点とレベル可能性 被災・暴露の程度 近づく頻度
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各職場が実施したリスクアセスメントの中で、
リスクⅢ以上のものから重大リスクを選び、
事業所としての順位付けを行った上で、順次安全対策を講じている。

様式－２ Ｐ    ／
評価表作成年月日　　：      ２０１２  年３ 月　６日

作  業  名  等 可能性 作成者　：　環境安全課　　　　　　　　小坂　津代美　

・非常に高い ８ 点 ・死亡・永久労動不能疾病        １０点 ・頻繁（毎日） ４点 １６ ～ ２２ Ⅳ

・可能性が高い ６ 点 ・休業以上、障害が残る疾病 ８点 ・時々（週・月） ２点 １２ ～ １５ Ⅲ

・可能性がある ３ 点 ・休業が必要で障害なし ３点 ・滅多にない（年） １点  ８ ～  １１ Ⅱ

・殆んどない １ 点 ・微傷・直ぐ回復 １点  ７以下 Ⅰ

転落、　転倒、　挟まれ巻き込まれ、　薬傷、　火傷、　激突、　激突され、　無理な行動、切れ、　感電、　破壊、　交通事故、　その他

じん肺、　酸欠、　難聴、　熱中症、　その他 ※リスク合計点＝可能性＋頻度＋程度

課・Ｇ 班・工程

可能性 程度 頻度 合計点 レベル 可能性 程度 頻度 合計点 レベル

1 第一製造課 ４Ｒ－Ａ 3 8 4 15 Ⅲ 1 1 2 4 Ⅰ 山本(信) 100

2 第一製造課 ４Ｒ－Ｃ 3 8 2 13 Ⅲ 1 8 2 11 Ⅱ 山本(信) 20

3 第一製造課 ４Ｒ－Ｃ 8 10 1 19 Ⅳ 1 1 1 3 Ⅰ 山本(信) 100

4 第一製造課 ４Ｒ－Ｃ 8 1 4 13 Ⅲ 1 1 4 6 Ⅰ 山本(信) 30

5 第二製造課 焼成 3 4 7 14 Ⅲ 1 3 4 8 Ⅱ 加藤 250

合計 ５００Ｍ￥

重大リスク一覧表

墜落

合計点とレベル

環境安全課第２製造課第１製造課

改善にあたり考慮すべき事項

対策実施の予定と
実施年月日

予定年月日 実施年月日

被災・暴露の程度 近づく頻度

全職場のレベル３以上 2012年3月1日

対象・工程名 評価実施年月日

型
怪我(選択）

疾病(選択）

全 般

作業手順（項目）

作業区分 具体的な危険要因・想定される事象等

定常

非定常
～なので、～して、～（怪我・疾病の型）になる

2M（１～４号）分流口詰まり掃除が、運転状態での作業なので
ベルトに巻き込まれる危険がある。（マニュアル無）

非定常

怪我・疾病
の型

リスク評価（現状）

巻き込まれ

リスク低減対策
（レベルⅢ以上は必須）

リスク評価（対策後）

　　　　　　　　　　　５Ｗ１Ｈで簡潔に
　　　　～が　　　～の為に　　　　～を　　　～する

2012/Ｍ墜落 電源ＢＯＸまでの歩道を設置する

定常 旧計測水タンク腐食大の為、崩壊する 崩壊 旧計測水タンクの除去と上部配管サポート取り付け

2M分流口詰まり掃除

2012/Ｍ墜落２Ｄ－３１・３２の１Ｆ山側手摺がグラグラする通路歩行

非常用電源切り替え

通路歩行

定常

非定常 電源ＢＯＸが立入禁止箇所である３Ｔｈ－４上にある

2012/Ｍ

同所手摺を補強し、グラグラしないようにする

水洗作業が安全にできるように、ステージ上部に工
水用ゴムホースを取り付ける

2012/Ｍ

危険ヶ所 定常
回収系２Ｆ手摺の高さが及び７Ｋ－２東京側通路の手摺りの高
さが低い

手摺りをＳＤＫ標準の高さにする 2012/Ｍ

所　長

重
大
リ
ス
ク

ﾍﾞﾙﾄ下にあるシュート
のボーキサイトが落ち
なくなることがある。

２Ｍ－１～４の４
基に設置

２1

上部手摺りアングル部分は問題ないが、
土間取り付け部分が老朽化しているた
め、手摺り全体がグラグラしている。

３

下部ステージの３Ｔｈ－４上は
立入禁止区域である。
右側からの通路を取り付け
る。

４

このタンクを撤去し、
上部配管のサポート
を取り付ける。

５
７Ｋ－２東京側通路と回収
系２階ステージの手摺り部
分（赤色箇所）の嵩上げをす
る。

1

対策実施順位は、
事業所安全衛生委員会にて

承認を得る。

５-2-
 

②
 

リスクアセスメントの推進と安全対策

５-2．重大リスクの低減

計画的予算確保
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５-3-
 

①
 

労働安全衛生マネジメントシステム

(OHSAS18001)の構築と認証の取得

５-3．管理システムの構築

平成平成2424年年55月月1414日日
認証認証
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５-4．協力企業の安全管理組織と指導

５-4-
 

①
 

協力企業の安全管理組織概要

各会議は、１回／月の開催各会議は、１回／月の開催

（但し、物流会議・ＳＰ会議は、各１回／年の開催）（但し、物流会議・ＳＰ会議は、各１回／年の開催）

各会議は、１回／月の開催各会議は、１回／月の開催

（但し、物流会議・ＳＰ会議は、各１回／年の開催）（但し、物流会議・ＳＰ会議は、各１回／年の開催）

各会議は、１回／月の開催各会議は、１回／月の開催

協力会定例会

工事系企業

協力会月例パトロール

輸送系企業作業系企業

合同安全会議 物流会議・ＳＰ会議

昭和電工横浜事業所

協力会定例会

工事系企業

協力会月例パトロール

輸送系企業作業系企業

合同安全会議 物流会議・ＳＰ会議

昭和電工横浜事業所

協力会定例会

工事系企業

協力会月例パトロール

輸送系企業作業系企業

合同安全会議 物流会議・ＳＰ会議

昭和電工横浜事業所
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５-4-
 

②
 

安全診断

全国安全週間の恒例行事として、各協力企業の安全診断を毎年実施。

年末にフォローを行っている。

作業系企業用作業系企業用
チェックリストチェックリスト

工事系企業用工事系企業用
チェックリストチェックリスト

５-4．協力企業の安全管理組織と指導
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５-4-

 
②

 
安全診断

 
[補足資料] Good Point の企業間共有化

２０１１年　協力企業安全診断　Ｇｏｏｄ　Ｐｏｉｎｔ　Ｌｉｓｔ

内容 企業名 内容 企業名

・マニュアルで、保護具着用の悪い例等を写真で示している。
・物流事故防止のため、運転手は毎朝アルコール検査を実施
中。他に先駆けGood!（洗口液にて測定器チェック）
・荷役機械作業計画書の各作業メンバーは、別表管理（当日
の配置表）としているので、メンバーが変わる毎に発行しなお
さなくても良い。

法定資格・
特別教育等

・（路面穴明き、割れ等の）写真付きのパトロール記録は、非
常に分かりやすく素晴らしいので、是非、継続していただきた
い。

Ｃ　社
・企業単独での安全会議は、議事録に出席者サインと理解度
を書かせている。

Ｄ　社

・自社で安全衛生会議を独自に開催していおり、合同安全会
議の内容もブレイクダウンした上で、徹底している。

Ｅ　社

・「緊急時のあなたの対応手順」の掲示を確認。火災、怪我・
事故時の対応手順が明示されており、実体験が活かされてい
るとても良い事例である。

Ｆ　社
・緊急連絡網は、119番のかけ方（通報の仕方）まで記されて
いる。

Ｂ　社

・連絡通話要領記載の緊急連絡網、避難ルートを確認。
・作業別にまとめたKYカードをKYシート裏面に印刷し運用して
いる。保護具着用細則、工作機械注意事項を確認。
・各関連ＭＳＤＳ保管を確認。苛性、硫酸、塩酸の最新版を取
り寄せ済みで、今月再教育予定。

Ｃ　社
・今年よりＫＹシート（書式Good）にてＫＹ実施。毎朝の個人Ｋ
Ｙの記録もあり。

Ｄ　社

教育訓練、
安全活動／
ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝ
設備・機器の
検査、点検

・フォークリフト自主（月例）点検資格を取得し、自社で点検し
ている。

Ｈ　社

環境管理、
整理・整頓

・清掃
保護具

健康管理 ・「高齢者就労覚書」で規定している。 Ｉ　社

その他
・ダンプ横転事故を真摯に受け止め、ダンプ作業教育を行って
いる。

Ｄ　社

環境安全課　上村

2011年7月29日

Ａ　社
作業管理

・ＫＹカード、毎朝1件／人。夕方にどうだったかを追記して提
出し、責任者確認。ヒヤリや改善提案抽出にも繋がっており、
多い時は、年間3,000件以上となる。

Ｇ　社

作業系工事系

体制

責任者の
取組状況

・協力会事務局を通じ、労務安全衛生協会よりビデオを借り、
教育している。

Ａ　社 Ｂ　社

５-4．協力企業の安全管理組織と指導
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５-4-

 
③

 
作業指揮者育成塾

　　現場での作業指揮者の役割
 　　「安全管理」「作業指導」「現場管理」

・基本ルールの厳守と不安全行動の撲滅に

　　　　　　　　熱意を持って取り組む！
・目配り、気配り、思いやりを持った
　　　　　　　 　　　作業指導ができる！

           　最大の役割は、
     災害を未然に防止すること！

５-4．協力企業の安全管理組織と指導
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５-4-

 
④

 
協力企業との合同安全会議

規程類読み合わせ、災害事例共有化、ヒヤリハット事例検討

 

等

５-4-

 
⑤

 
協力企業フォロー制度

各協力企業のフォロー担当を決め、当該企業の月例安全会議への同席やパトロール

 
の指摘・指導に対するフォローを行い、安全管理レベルの向上を図っている。

５-4-

 
⑥

 
自主安全活動報告会

責任者のみならず、全作業員の安全意識向上、組織的安全管理レベルの向上と安全

 
意識の統一化を目的に報告会を開催。

５-4-

 
⑦

 
安全活動表彰

今後の更なる安全活動を推進する体制
を強化することを目的に、安全活動に功
績のあった個人や企業を表彰している。

５-4-

 
⑧

 
ＫＹシートと
現場５Ｓシートの活用

工事を安全に行い、周囲にもその内容
を示すために、作業内容や保護具、施工
要領、危険予知などを明示したシートを
工事現場に掲示すると共に、製品への異
物混入防止等のため、作業前後に必要工
具・資機材の確認などを行うシートを活
用している。

５-4．協力企業の安全管理組織と指導

現場５Ｓシート 作業指揮者名　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

ＳＴＥＰ １＜着工前＞ ＳＴＥＰ ２＜作業中＞

（１）まずは作業前安全点検実施！！ （１）作業中の安全点検実施！！

着工前ＫＹ ＆ チェックで問題なし！！ 着工中ＫＹ ＆ チェックで問題なし！！

服装の乱れ、着方に問題はないか？ 整理・整頓されているか？

近傍の危険箇所は確認しましたか？ 作業員の体調に異変はありませんか？

明るさは十分確保されているか？ 服装の乱れ、着方に問題はないか？

暑熱対策は万全か？ 必要な保護具を着装しているか？

必要な施工要領の事前検討は実施済みか？ 作業場所の近傍で異変はありませんか？

必要な事前作業許可は得られていますか？ 明るさは十分確保されているか？

※ その他、安全パトロールガイドライン参照 ※ その他、安全パトロールガイドライン参照

ＳＴＥＰ ３＜作業後の３Ｓ状況確認＞
（２）必要工具・資機材の確認 （１）必要工具・資機材の確認

・1箇所に集めて並べましょう ・1箇所に集めて並べましょう

　　＜工事資機材確認表＞ ・項目と数量を確認します。

　　※異物混入施策強化工事の場合使用する。

Ｎｏ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

（２）作業後の安全点検実施！！

＜施工要領打ち合わせメモ欄＞ 終了時ＫＹ ＆ チェックで問題なし！！

不要物を放置していませんか？

タンク、機器内部の清掃は完全か？

残り火が無いことを確認したか？

現場に残材などが落ちていないか？

大事な報告を忘れていないか？

制定 2008年2月25日 改定 2011年1月

工具・資機材名 持込数量 確認サイン持込と持帰りの数量差の理由持帰り数量

氏　　名 氏　　名

安全帽・安全靴・安全眼鏡・ゴーグル・耳栓・安全帯・革手・軍手・ゴム手・ゴム長靴・ゴム合羽

防塵マスク・防毒マスク・エアーラインマスク・その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＊当該当工事に必要な保護具は、始業前検査を実施し○印をする。

工事担当チェック 担当

(1) □ (1)適切な工事区画設定

□ (2)事業所指定立入禁止区域

(2) □ (3)禁札、電源切

□ (4)圧抜き、液（粉）処理

(3) □ (5)周辺養生（ケーブル､小口径配管､可燃物､

　　　　　　　　　異物対策､発塵対策等）

(4) □ (6)事前移設、仮設処理

□ (7)保護具準備(ｴｱｰﾗｲﾝﾏｽｸ､ｺﾞｰｸﾞﾙ他)

□ (8)タンク内作業準備

□ (9)高所作業における安全確保

(1)  1) 安全対策の具体的内容（高さ 約　　  m）

　　  安全帯使用、親綱、安全ﾈｯﾄ、足場組、歩み板

(2) 　　  手摺、梯子、脚立、高所作業車、その他（　　　　　　）

　　   作業指揮者もしくは監視人の選任

(3) 　　　　選任者氏名

 2)足場の使用可否

(4) 　　　　使用前点検者氏名

指差呼称 □ (10)埋設物確認、チェック

(1) □ (11)電気機器、火気使用許可

(2) □ (12)消火器配置

(3)

(4)

制定 2000年12月1日 改訂 2010年3月1日

施
工
者
側
に
て
着
工
前
に
記
入

　●下記チェック項目が満足されていることを確認し

　　　チェックボックスにレ点を記載すること。

　２）　上記項目の危険に対する具体的な対策

本
日
の
工
事
・
作
業

保
護
具

危　　険　　予　　知

　１）　どんな危険がひそんでいるか？

施
工
要
領

作　業　員 作　業　員

足場主任者 作　業　員

作業指揮者 作　業　員

認定安全管理者 作　業　員

工事責任者 作　業　員

職　　種 法定資格の種別 職　　種 法定資格の種別

企
業
名

企業責任者名 (正)

(副)

工
事
名

工
務
担
当
者　　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日　＜工　　　期＞　　　　　　　　月　　　　　　　日迄 ＴＥＬ

ＫＹシート

現場５Ｓシート
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６．災害発生状況
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1
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3
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年度

従業員　労働災害発生状況

不休

休業

0

1

2

3

4

5件数
平

成
1

9
年

平
成

2
0

年

平
成

2
1

年

平
成

2
2

年

平
成
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７．その他ＣＳＲ活動

７-１．各種衛生教育

防じんマスク講習会

メンタルヘルス講習会 禁煙啓発セミナー



35

７-2．各種訓練

横浜地区 防災訓練
大地震＋津波警報発令時対応訓練

横浜事業所 防災訓練
マスコミ対応訓練

自衛消防隊訓練

７．その他ＣＳＲ活動
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７-3．地域とのコミュニケーション

地域防災拠点訓練
への参加

アルミ缶回収売却金を
社会福祉に寄付

クリーン活動
マナー違反一掃作戦

７．その他ＣＳＲ活動
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８．まとめ

新たな世紀新たな世紀
 

夢つなぐ夢つなぐ
変えるぞ変えるぞ

 
変わるぞ変わるぞ

 
活き生き横浜！！活き生き横浜！！

RefreshRefresh
 

YokohamaYokohama

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました。

ご安全に！ご安全に！

私たち横浜事業所は、
２０１４年にインドネシアのアルミナ工場をスムースに立ち上げ、
横浜製品とインドネシア製品の切り替えにおいて、
お客様への供給責任を完遂しなければなりません。

そのために私たちは、
最適な運転を安全で安定的に、そして、計画通り完遂し、
それと同時に、安全意識も高い魅力ある人材育成を
従業員・協力企業一丸となって進めてまいります。
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